
今夏の電力需給及び

今冬以降の需給見通し・運用について
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本日の御議論

⚫ 本日の小委員会では、今夏の需給実績の振り返りについて御報告するとともに、2024年度冬季の電

力需給の見通しについて、電力広域的運営推進機関（電力広域機関）において「電力需給検証報告

書」が、10⽉24日に取りまとめられたため、内容の御報告と節電要請の有無を含む冬季の需給対策

について御議論いただく。

⚫ 併せて、 2025年度以降の電力需給の見通しについて、現時点の状況を御報告する。

⚫ 加えて、これまでの本小委員会に報告を行ってきた、週間断面の広域予備率が低下する事象等の

2024年度需給運用の課題について、電力広域機関において検討が進められているため、検討内容の

御報告と今後の対応方針について御議論いただく。



3

１. 2024年度夏季の電力需給の振り返り

２. 2024年度冬季及び2025年度の電力需給見通し

３．電力需給運用の課題に対する対応



９月 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄 10エリア計

厳気象時の想定需要 416 1,326 5,167 2,382 475 2,521 1,028 479 1,419 160 15,374

最大需要実績 402 1,271 5,390 2,459 490 2,691 1,045 485 1,643 152 15,757

最大需要発生日 9/2 9/11 9/18 9/18 9/13 9/12 9/19 9/19 9/19 9/4 9/12

• 今夏の電力需要は、全国的に高気温となる日が多かったこと等を要因として、最大電力需要も増加し、10年に一度の猛
暑を想定した電力需要(猛暑H１想定)を上回るエリアがあった。

• 特に9月は、厳しい暑さが続いたことから、北海道・東北・沖縄以外のエリアで猛暑H1想定を上回った。

全国的に最大電力需要は増加傾向
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2024年度夏季の最大電力需要について

出典:電力広域的運営推進機関 電力需給検証報告書（2024年5月）、系統情報サービスを基に資源エネルギー庁作成

７月 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄 10エリア計

厳気象時の想定需要 486 1,351 5,891 2,555 496 2,805 1,072 507 1,615 170 16,947

最大需要実績 439 1,322 5,699 2,473 495 2,716 1,019 492 1,608 163 16,036

最大需要発生日 7/23 7/23 7/29 7/23 7/23 7/22 7/22 7/31 7/25 7/19 7/22

８月 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄 10エリア計

厳気象時の想定需要 486 1,391 5,791 2,555 496 2,805 1,072 507 1,615 170 16,887

最大需要実績 428 1,360 5,435 2,521 511 2,772 1,064 505 1,703 160 16,093

最大需要発生日 8/7 8/23 8/5 8/5 8/23 8/2 8/6 8/5 8/5 8/2 8/5

<今夏の電力需要の実績> 単位：万ｋW※ 黄色部分は猛暑H１想定需要を超過
※ 猛暑H１想定需要は、最大需要発生時の不等時性を考慮した値



• 北海道・東北・沖縄を除くエリアにおいて最大電力需要の実績が猛暑H１想定以上となり、超過した日数は九州で15日、
関西で９日に上った。
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（参考）各エリアの最大電力需要の動向

出典：電力広域的運営推進機関 需給検証報告書（2024年10月）

※ 猛暑H１想定需要は、最大需要発生時の不等時性を考慮していない
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今夏の電力需要の動向（7⽉～9⽉）

出典：系統情報サービス 需要実績のデータを基に資源エネルギー庁で算出

• 今夏の電力需要の動向は、国内全体で見れば昨夏並みも、７⽉上下旬及び９⽉中旬においては北海道及び東北以外のエ
リアで、昨夏と比べて高い需要となった。

• 地域別には、北海道と東北は概ね前年よりも低く推移、北陸を除く東京から沖縄は高く推移した。

（注）表中の数値は昨年同日比。週及び月合計における29日以降の電力需要は、曜日数の整合性の観点から含めず算出。

※気温補正なし

7月 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄 １０エリア計

1日～7日 1% 0% 8% 5% 5% 7% 8% 10% 11% 6% 7%

8日～14日 -3% -4% -2% -2% -3% 0% 2% 0% 1% 7% -1%

15日～21日 10% 1% -6% -3% -1% 2% -1% -2% 0% 12% -2%

22日～28日 -3% -4% 7% 4% -1% 5% 2% 5% 7% 3% 4%

月合計 1% -2% 2% 1% 0% 4% 2% 3% 5% 7% 2%

8月 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄 １０エリア計

1日～7日 -2% -4% 2% 3% -5% 5% 4% 8% 9% 45% 3%

8日～14日 3% -8% 5% -3% -10% -2% 0% 5% 10% 13% 1%

15日～21日 -3% -4% 1% 9% -3% 4% 6% 5% 9% 6% 3%

22日～28日 -11% -7% -1% 0% 0% 6% 6% 8% 6% 6% 1%

月合計 -4% -6% 2% 2% -4% 3% 4% 6% 8% 16% 2%

9月 北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄 １０エリア計

1日～7日 -2% -6% -4% -3% -3% -2% 2% 1% 5% 2% -2%

8日～14日 -3% -1% 12% 9% 8% 15% 15% 13% 14% 1% 11%

15日～21日 -4% -5% 1% 4% 3% 8% 10% 6% 13% 1% 4%

22日～28日 -2% -2% -6% -4% -2% -1% -1% -4% 0% -1% -3%

月合計 -3% -4% 1% 1% 2% 5% 7% 4% 8% 1% 2%
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【参考】平均気温の推移等

出典：気象庁HP （左）日本の季節平均気温、（右）2024年夏（6月～8月の天候）

※夏の期間（6月1日～8月31日）の推移を表し、この夏（赤線）と併せ
て2010年以降の主な高温年も示している。

全国のアメダス地点で観測さた
猛暑日の地点数の積算

【日本の夏の平均気温偏差】

※細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差
太線（青）：偏差の5年移動平均値
直線（赤）：長期変化傾向
 基準値は1991～2020年の30年平均値

2024年夏(6～8月)の日本の平均気温の基準値（1991～2020
年の30年平均値）からの偏差は+1.76℃で、1898年の統計開
始以降、2023年と並び最も高い値となった。



• 国内の生産活動を示す「鉱工業生産指数」において、今年８月の数値は前月比で低下した。
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【参考】今夏における経済動向（2024年8⽉）

出典：経済産業省HP（https://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/archive/kako/20240930_1.html）

※ 図は速報値公表時点（2024年9月30日）

https://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/archive/kako/20240930_1.html
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⚫ 東京エリアの広域予備率は、夏前の見通しで８⽉と９⽉は8％以上を確保できる見通しだったが、７月～９月の実需給１時間前（ゲート
クローズ時点）の予備率で８％を下回っていたコマが81コマに上った。

⚫ 特に７月や９月においては、広域予備率5％を下回る厳しい状況となるコマも存在した。

８％未満のコマが81コマ（昨年度：10コマ）
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出典：電力広域的運営推進機関 広域予備率Web公表システム

【参考】広域予備率の状況（東京エリア ７⽉～９⽉）

【東京エリアの広域予備率の推移（7⽉～9⽉）】 ※赤線部分が広域予備率8％未満のコマ（％）

7月8日 09:30コマ→3.19％ 等 9月11日 17:00コマ→4.98％
9月12日 17:00コマ→4.49％ 等7月30日 10:30コマ→4.02％ 等

【参考】今夏の猛暑H１想定予備率の見通し(24年5月29日時点)

７月 ８月 ９月

東京 4.1％ 8.0％ 11.8％



• 7月8日は補修点検中の設備がある中で、高気温による需要の高まりにより、最大需要5,511万ｋＷを記録。

• 当日は、工場やオフィス等が稼働する9：00以降から昼過ぎにかけて、追加供給力対策を加味しても、広域予備率が５％を
下回り、厳しい状況となった。

• なお、他エリアからの融通、火力の増出力運転等の対策により、安定供給には支障がない見通しとなったため、需給ひっ
迫注意報の発令には至らなかった。

東京エリアで広域予備率3.19％を記録
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【参考】東京エリアの需給状況（7⽉8日）

出典：電力・ガス取引監視等委員会 制度設計・監視専門会合（第２回） 資料3－1 東京電力パワーグリッド株式会社説明資料より引用

【7⽉8日の東京エリアの需給状況】



⚫ 関西エリアの広域予備率は、夏前の見通しで7⽉～９⽉はいずれも10％以上となる見通しだったが、７月～９月の実需給１時間前（ゲー
トクローズ時点）の広域予備率で８％を下回っていたコマが17コマあった。

⚫ 特に9月は、需要が猛暑H1想定需要を超える日が９日あり、太陽光発電の供給力が低下する点灯帯を中心に厳しい状況となった。

８％未満のコマが17コマ（昨年度：1コマ）
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出典：電力広域的運営推進機関 広域予備率Web公表システム

【参考】広域予備率の状況（関西エリア ７⽉～９⽉）

【関西エリアの広域予備率の推移（7⽉～9⽉）】 ※赤線部分が広域予備率8％未満のコマ（％）
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8月26日 17:00コマ→7.9％
9月10日 16:00コマ→7.82％
9月11日 18:30コマ→7.56％
9月12日 18:30コマ→7.95％  等

9月17日 18:00コマ→7.32％
9月18日 17:00コマ→5.2％
9月19日 17:00コマ→6.53％
9月20日   17:00コマ→7.12％ 等

【参考】今夏の猛暑H１想定予備率の見通し(24年5月29日時点)

７月 ８月 ９月

関西 10.4％ 12.2％ 13.8％



• 需要の高い東京エリアでは火力発電所のリプレースの進展等により、供給力が増加。

• 一方、関西エリアの供給力は近年、増加傾向で推移していたものの、2024年度夏は減少傾向となった。

昨年度比で東京エリアは増加・関西エリアは減少

12

供給力の確保状況（東京・関西）

出典： 電力広域的運営推進機関 電力需給検証報告書を基に資源エネルギー庁作成
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⚫ 需給検証時の広域予備率の算定にあたっては、供給力の算定の際に、一定程度の割合（2.6％）の計画外停止率を盛り
込んでいるが、今年度の夏季のおいては需給検証対象事業者の平均値で2.9％となり、想定割合を上回った。

計画外停止が事前の想定よりも上振れ

13

計画外停止の状況（全国）

（％）

13

【計画外停止の実績（2024年度夏季）】

出典：電力広域的運営推進機関 電力需給検証報告書（2024年10月）

※全電源種の供給力に対する計画外停止量および需給検証報告書（2024年5月）において計画されていなかった作業に伴う供給力の変化量
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